
１　依頼者（給付金申請者が記入）

２　電力の契約内容等（証明者が記入）

３　高圧使用の詳細（証明者が記入）

（１）使用月

令和5年 月

※令和5年4月～9月の任意のひと月が対象となります。

※検針日の関係により、使用期間が月をまたぐ場合は、日数が多く含む月を対象としてください。

(例）5月5日～6月5日使用分を6月に請求された場合　⇒　使用月は5月としてください。

（２）上記の月の高圧使用量

kWh

※複数契約がある場合は合計値を記載してください。

※申請者が使用した電力に限ります。（契約の関係で他社の分も一括で支払っている場合、他社分は含めません。）

上記内容について、事実と相違ないことを証明します。

令和 5 年 10 月 9 日

証明者

江津市〇〇町▲▲番地

株式会社　江津市ビルディング

代表取締役　●●　▲▲ 印 ※電力契約者又は請求責任者

別紙２

高圧使用量証明書

　下記依頼者の江津市中小企業者等高圧電力価格高騰対策支援事業給付金の申請にあたり、依頼者の

使用する電気に係る契約及び使用量は以下のとおりであると証明します。

依頼者名

（給付金申請者名）
株式会社　江津市商事

契約者名 株式会社　江津市ビルディング

契約者住所 江津市○○町▲▲番地

契約相手先（電力会社） 中国電力

契約プラン名 高圧電力Ａ

7

高圧使用量 3,200

※１契約の請求を複数者で按分している場合等、正確なkWhが請求書等では不明な場合は、請求金額の割

合で算出するなど、合理的な方法で算出してください。

印


